








1)はじめに 

沖縄県は乳幼児検診、1歳 6ヵ月検診、3歳児検診の事後指導として各保健所内に発達クリ

ニックを設置し、訓練の必要な乳幼児には地域の訓練施設に紹介している。訓練施設のな

い遠隔地域(北部地区、宮古諸島、八重山諸島)には保健所内に統合療育外来として訓練ス

タッフを派遣して巡回療育訓練を実施してきた。 

昨年は沖縄県の心身障害児の医療、療育、福祉の連携状態について 3 つに分け(A 群:都市

型、B 群:遠隔型、C 群:離島型)比較検討した結果、A 群ではスタッフ、療育内容、福祉共

充足している。B群では定期巡回療育が主であるが、A群に比して回数は少ないが、医療療

育、福祉の連携という面では親にとって利点も多い。C 群はさらに離島のため地元での医

療、療育、福祉サービスの低下は A、B群に比べ顕著である。質的、内容的に地域較差を縮

める行政的配慮の必要性があることがわかった。今回、B群(遠隔型)、C群(離島型)の地域

における心身障害児の家族とそれぞれの地域の保健婦を対象として療育システムの現状と

今後の望ましいあり方についてアンケート調査を実施した。 


